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発生初期（葉齢 3齢期）処理ではや
や多くの残草が見られたことから効果
はあまり高くないと考えられる（表
-4）。なお，いずれの供試薬剤も日本
芝の生育に対する影響は確認されな
かった。
3) 生育期処理試験（処理時葉齢 4齢
以上）
2013 年 12 月 30 日に，表 -4 に示

した供試薬剤の所定量を水 200ml で
希釈し，電動噴霧器により均一散布し
た。翌年 2014 年 3 月 6 日に各試験
区内のメリケントキンソウの残存本数
を計測調査した。
試験結果は，ハロスルフロンメチル，

トリフロキシスルフロンナトリウム
塩，フルセトスルフロン，メトスルフ
ロンメチル，エトキシスルフロンで極
めて高い効果が見られた（図 -6）。ま
た，ヨードスルフロンメチルナトリウ
ム塩，ピラゾスルフロンエチル，アト
ラジン・メソトリオン，DCBN でや
や残草が見られたものの効果は高かっ
た。他の薬剤については，発生後（葉
齢 4齢期以上）処理では残草が見ら
れたことから効果はやや低いと考えら
れる（表 -5）。なお，いずれの供試薬
剤も日本芝の生育に対する影響は確認
されなかった。
以上の結果から，発生前処理では，

ニトリル系，SU系の薬剤で非常に高
い防除効果が得られた。発生初期処理
（処理時葉齢 3齢以下）では，トリア
ジン系，SU系の薬剤や酸アミド系・
SU系の混合剤で非常に高い防除効果
が得られた。生育期処理（処理時葉齢

4葉以上）では，SU系の数薬剤で非
常に高い防除効果が得られた。生育期
処理においては，3月以降の処理では
個体が大きくなり十分な防除効果が得

られないので，1月頃までの個体が小
さい時期に薬剤散布を行うことが望ま
しいと考えられる。

 

 
表 -3  ①発生前処理試験の供試薬剤および除草効果  

供試薬剤 
成分量 
(%) 

処理量 
(g,㎖ /
㎡ ) 

本数 
(本 ) 

残草量 
(％ ) 

オキサジアルギル 34.5 0.15 17 20
MCPP カリウム塩 50 0.5 16 18
イマゾスルフロン 75 0.15 0 0
ハロスルフロンメチル 75 0.03 0 0
トリフロキシスルフロン
ナトリウム塩  

75 0.0045 3 3

フルセトスルフロン 50 0.045 0 0
メトスルフロンメチル 60 0.003 5 6
ヨードスルフロンメチル
ナトリウム塩  

10 0.015 16 18

ＣＡＴ 42 0.2 0 0
ＤＣＢＮ 4 10 0 0
無処理 ― ― 87 100

注）残草量は無処理区対比 

 
 

表 -4  ②生育初期処理試験の供試薬剤および除草効果  

供試薬剤 
成分量 
(%) 

処理量 
(g,㎖ /
㎡ ) 

本数 
(本 ) 

残草量 
(％ ) 

オキサジアルギル 34.5 0.2 27 26
クロルフタリム 50 0.4 27 27
プロピサミド 36 0.5 14 14
イソキサベン 
フロラスラム  

60
4

0.05 2 2

イマゾスルフロン 75 0.15 0 0
プロジアミン 40.7 0.2 8 7
ジチオピル 32 0.15 12 12
フルポキサム 50 0.2 0 0
シアナジン 50 0.15 0 0
ＤＣＢＮ 4 10 0 0
無処理 ― ― 101 100

注）残草量は無処理区対比           

  

表 -4　②生育初期処理試験の供試薬剤および除草効果

表 -5　③生育期処理試験の供試薬剤および除草効果

図 -6　生育期処理試験地の調査時の発生状況（2014年 3月 6日撮影）
　　　　　　　　　左：無処理区　右：薬剤散布区

 

表 -5  ③生育期処理試験の供試薬剤および除草効果  

供試薬剤 
成分量 
(%) 

処理量 
(g,㎖ /
㎡ ) 

本数 
(本 ) 

残草量 
(％ ) 

MCPP カリウム塩 50 0.5 91 56

ハロスルフロンメチル 75 0.04 0 0

ホラムスルフロン 2.2 0.2 43 26

トリフロキシスルフロン
ナトリウム塩 

75 0.0045 0 0

フルセトスルフロン  50 0.045 0 0

シクロスルファムロン 66 0.045 26 16

メトスルフロンメチル 60 0.015 0 0

ヨードスルフロンメチル
ナトリウム塩 

10 0.015 4 2

ピラゾスルフロンエチル  70 0.3 3 2

エトキシスルフロン 60 0.02 0 0

アトラジン 
メソトリオン 

43.9
4.4

0.08 6 4

ピラフルフェンエチル 2 0.2 34 21

ＤＣＢＮ 4 10 5 3

無処理 ― ― 163 100

注）残草量は無処理区対比 

 

 

 
 

図 -1 芝地に発生したメリケントキンソウ  
左：光競合するものがない場合は，地面に張り付くように生育する。  
右：周囲に光競合するものがある場合，草高が高くなり上部に花を付け

る。  

旭：北部九州におけるメリケントキンソウの発生消長と薬剤防除試験　13

考察および今後の課題

本草種は既存の除草剤による防除は
十分可能である。耕種的防除では，多
大な労力を要する割に効果は低く，本
草は繁殖力も旺盛なので種子の拡散は
速く，発生箇所の拡大や人的被害など
も今後増加していくと考えられる。そ
のため，発生段階毎に高い防除効果が
期待できる有効薬剤を安全かつ適正に
使用し，発生および被害の拡大を防ぐ
ことが重要であると考える。

現在，被害が多い公園や校庭，グラ
ウンドなどは除草剤の使用に対して非

常に抵抗がある。当所でも農薬に対す
る正しい認識と安全かつ適正な使用に
ついての啓蒙活動をこれからも行って
いきたいと考えている。

また，各地のゴルフ場やその他の場
所で発生が見られた場合は，是非情報
提供をお願いしたい。

最後に本試験の実施に当たり，各社
にご協力頂きました。この場をお借り
して感謝いたします。≪協力会社≫
( 株 ) エス・ディー・エスバイオテック，
シンジェンタジャパン ( 株 )，住化グ
リーン ( 株 )，ダウ・ケミカル日本 ( 株 )，
日産化学工業 ( 株 )，日本農薬 ( 株 )，
日本曹達 ( 株 )，バイエルクロップサ

イエンス ( 株 )，BASF ジャパン ( 株 )，
保土谷アグロテック ( 株 )，丸和バイ
オケミカル ( 株 )
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ユリ科ユリ属の多年生草本球根植物。園芸種でもある
テッポウユリに酷似するが，茎は太く背が高くなる。花
の長さも径も大きく，1 本の茎に咲かせる花数も多い。
盛夏から秋にかけての時期，日当たりのいい高速道路や
国道沿いの法面，駅前の空き地，住宅の庭などで白いユ
リ園を見かけたら本種である。

漢字では「高砂」をあてる。「高砂」は兵庫県播磨の
加古川の河口にある高砂の津であり，能の一つでもある。
能で唄われる「高砂や，この浦舟に帆を上げて」は結婚
披露宴での定番の唄であり，夫婦和合の意味があるとい
う。「高砂や・・」は，高砂から松の精を追って船を出し
住吉の浜にたどり着くのを唄ったものであるが，さしず
め本種は，台湾から琉球を経て日本にたどり着いたもの
ではあろう。

日本のユリ属草本は他家受粉する種が多い中で，本種

は和合しやすく平気で自家受粉する。作られる種子の数
が多く，その多くの種子で生息域を広げていく。しかし，
先客の植物が陣取っているところへはなかなか入って行
き難く，のり面，空き地，庭などの「新開地」を好むよ
うである。

ところが 3 年もすると同じところで暮らすのが我慢な
らなくなり，別の「新開地」を求めて帆を上げる。清楚
な白いユリ園は，数年で後人に場所を譲ることになる。

本種はテッポウユリと簡単に交雑する。おかげで本種
ともテッポウユリとも見分けのつかない中間型が数多く
生まれることになる。台湾からやってきた本種がテッポ
ウユリと和合しながら仲睦まじく生息域を広げていく。
その姿にこそ「高砂」の名は相応しいのかもしれない。

タカサゴユリは台湾原産で，名は台湾を表す「タカサ
ング」に由来するという。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一タカサゴユリ（高砂百合）


